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3 日後のラットに BrdU を投与し，その24 もしくは48時間後の細胞を観察した。マクロファージ及びマイクログリアを
同定するために抗モノサイト/マクロファージ抗体 (ED1) を用いた免疫染色を行った。さらに BrdU 陽性細胞を観察
するために，抗 BrdU 抗体を用いた二重染色を行った。創部近傍 (area1) と梨状溝近傍 (area3) とその中間 (area2)
の 3 箇所において0.12 mm2 あたりの陽性細胞数を算出した。
ED1 陽性細胞は area3 には全く出現せず，また area2 にも外傷作成 1 日後にわずかに出現するのみであった。 area1
においては陽性細胞は外傷 1 日後から 3 日後にかけて一時的に増加した後減少し，さらにその後再び 7 日後にかけて
増加し，その後21 日後まで徐々に減少し， 211阜性のピークを示した。形態学的に ED1 陽性細胞は丸い核と細胞質に空
胞をもった大きく丸い細胞と，小さく突起をもった細胞とに分類され，それぞれマクロブアージ，マイクログリアに
相当すると考えられた。マクロブアージに相当する細胞は外傷 1 日後に出現し， 3 日後に増加はピークとなったが，
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創部周辺に限局するのみで，その後急速に減少し 5 日後には消失した。それ以降は創内部に残存するのみとなった。
一方マイクログリアに相当すると考えられる細胞は外傷 1 日後に出現するがゆっくりと増加し， 7 日後にピークに達
した後徐々に減少した。マクロブアージに相当する細胞はすべて BrdU 陰性で，分裂増殖をしていないことが明かと
なった。マイクログリアに相当する細胞も一部が陽性であるのみであった。 BrdU 陽性細胞は外傷 3 日後が最も多く，
















観察した。その結果，マクロファージの局所浸潤が損傷後 3 日日にピークになり 5 日目には殆ど消失すること，これ
に対しマイクログリアはマクロブアージに代わるように 3 日後より局所で増加しはじめ， 7 日目にピークに達した後
に徐々に減少することが明らかとなった。また，マクロブアージが局所脳組織内では全く分裂増殖しないのに対し，
多くのマイクログリアは 3 日後に増殖期に入り， 7 日目まで増殖することも示された。本研究は，モノサイト系に属
するマイクログリアとマクロファージが脳損傷後著しく異なった動的反応を示すことを明らかにしたものであり，今
後，脳損傷後の両細胞の機能的意義を解明するうえにも有用な情報を提供する研究であり，学位の授与に値すると考
えられる。
